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受益者のみなさまへ 

 毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げます。 

 さて、ニッセイ・ケイマン・トラスト－ＪＰＸ日経400ジャパン・ファンド（以下「当ファンド」と

いいます。）は、このたび、第７期の決算を行いました。 

 当ファンドの投資目的は、成長が期待される日本企業の株式へ投資を行い、信託財産の中長期的な成

長を図ることです。当期につきましてもそれに沿った運用を行いました。ここに、運用状況をご報告申

し上げます。 

 今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

 
当ファンドの仕組みは、以下の通りです。 

ファンド形態 ケイマン諸島籍契約型外国投資信託 

信託期間 当ファンドは、2015年７月24日に運用を開始し、原則として2025年８月８日に終了します。

ただし、早期に終了することがあり、または、管理会社が受託会社と協議の上管理会社の裁

量により、もしくは管理会社および受託会社の同意の上当ファンドの受益者決議により、存

続期間を延長することがあります。 

運用方針 当ファンドの投資目的は、成長が期待される日本企業の株式へ投資を行い、信託財産の中長

期的な成長を図ることにあります。 

主要投資対象 ＪＰＸ日経インデックス400構成銘柄および同指数に採用が見込まれる銘柄の中から、株価

上昇が期待される銘柄に厳選して投資を行います。 

ファンドの運用方法 ● 銘柄選定にあたっては、ＲＯＥの水準および変化、利益の水準および変化等に着目し、

経営効率に優れ利益成長力を有する銘柄に投資を行います。 

中長期的観点から「ＪＰＸ日経インデックス400（配当込み）」を上回る投資成果の獲

得をめざし、株式運用を行います。 

・当ファンドの株式運用は、ニッセイアセットマネジメント株式会社が行います。 

● 円建て資産について、原則として米ドルヘッジ（「円売り／米ドル買い」の為替取引）

を行い、為替変動リスクの低減を図ります。 

・主に通貨間の金利差要因による為替ヘッジプレミアム／為替ヘッジコストが生じま

す。 

主な投資制限 ● 同一銘柄の株式への投資割合は、当ファンドの純資産価額の10％以下とします。 

● 原則として、残存借入総額が当ファンドの純資産価額の10％を超える場合、借入れは禁

止されます。 

● 投資対象の購入、投資および追加の結果、金融商品取引法第２条第１項に規定される

「有価証券」の定義に該当しない資産が当ファンドの純資産価額の50％超を構成するこ

ととなる場合、かかる投資対象の購入、投資および追加を行いません。 

分配方針 管理会社は、その裁量により、経費控除後の利子収入、配当金またはその他の収益、売買益

（評価益を含みます。）および分配可能な元本から、2016年２月以降（または、管理会社が

決定するこれより後の年および／または月以降）、毎年２月10日および８月10日（ただし、

当該日が営業日でない場合には翌営業日）に分配を宣言することができます。 

上記は、将来の分配金の支払およびその金額について保証するものではありません。 
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Ⅰ．運用の経過等 
 

(1）当期の運用の経過および今後の運用方針 
 

■１万口当たり純資産価格等の推移について 
 

 

   
第６期末の 
１万口当たり純資産価格 

111.99米ドル 

第７期末の 
１万口当たり純資産価格 

106.05米ドル 

第７期中の 
１万口当たり分配金合計額 

13.00米ドル 

騰落率 6.29％ 

  

 
＊騰落率は、税引前の分配金を分配時に再投資したものとみなして計算しています。以下同じです。 

＊１万口当たり分配金合計額は、税引前の１万口当たり分配金の合計額を記載しています。以下同じです。 

＊課税前分配金再投資換算１万口当たり純資産価格は、税引前の分配金を分配時に当ファンドへ再投資したとみなして算出したもので、

ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。以下同じです。 

＊課税前分配金再投資換算１万口当たり純資産価格およびベンチマークは、第６期末の１万口当たり純資産価格を起点として計算して

います。 

＊当ファンドは、税引後配当込ＪＰＸ日経400ドルヘッジ指数をベンチマークとしますが、当ファンドの受益証券１万口当たり純資産

価格は、必ずしもべンチマークに関連して推移するものではなく、当ファンドの騰落率がベンチマークの騰落率と関連することは保

証されません。以下同じです。 

 

■１万口当たり純資産価格の主な変動要因 
 当期の国内株式市場は各国での経済対策や新型コロナウイルスのワクチン開発・普及への期待感が下

支えとなった一方、米金融政策の引き締めへの警戒感やロシア・ウクライナ情勢の緊迫化などが重荷と

なり、１万口当たり純資産価格も上下に大きく推移する動きとなりました。 

 期初から2021年８月にかけては欧州や国内で同ウイルスの感染が再拡大したことなどを受け、先行き

の経済正常化への不透明感が高まったことから株式相場はもみ合う展開となりました。 

 2021年９月に入ると自民党総裁選後の新政権による経済対策や同ウイルスの感染者数減少に伴う経済

活動再開への期待感から株式市場は急上昇しましたが、その後はインフレ圧力の高まりによる米連邦準

備制度理事会（ＦＲＢ）の早期利上げ観測に加えて、中国の不動産大手、中国恒大集団の債務問題等か

ら下落しました。また、2021年11月下旬から2022年２月にかけては、新型コロナウイルスの新たな変異

型「オミクロン型」の感染拡大への不安を背景にした経済活動の停滞懸念、米金融政策の早期正常化へ

の警戒感、ロシア・ウクライナ情勢の緊迫化などが投資家のリスク回避姿勢を強めました。 

 2022年３月以降は米金融政策をめぐる過度な警戒感の後退、為替の米ドル高円安進行、為替ヘッジプ

レミアムなどが材料となりやや値を戻し、前期末と比較すると１万口当たり純資産価格は6.29％上昇し

て当期末を迎えました。 
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■ベンチマークについて 
 ベンチマークは「税引後配当込ＪＰＸ日経400ドルヘッジ指数」です。「税引後配当込ＪＰＸ日経400

ドルヘッジ指数」とは、「ＪＰＸ日経400為替ヘッジ指数」の一つで、海外の投資家が為替リスクを回

避しつつ、ドル建てで「ＪＰＸ日経インデックス400」に投資する際のベンチマークとして開発された

指数です。「ＪＰＸ日経インデックス400」は、株式会社ＪＰＸ総研（以下「ＪＰＸ総研」といいま

す。）および株式会社日本経済新聞社（以下「日経」といいます。）によって独自に開発された手法に

よって算出される著作物であり、ＪＰＸ総研および日経は、「ＪＰＸ日経インデックス400」自体およ

び「ＪＰＸ日経インデックス400」を算定する手法に対して、著作権その他一切の知的財産権を有して

います。「ＪＰＸ日経インデックス400」を示す標章に関する商標権その他の知的財産権は、全てＪＰ

Ｘ総研、株式会社日本取引所グループおよび日経に帰属しています。当ファンドは、管理会社等の責任

のもとで運用されるものであり、ＪＰＸ総研および日経は、その運用および当ファンドの取引に関して、

一切の責任を負いません。ＪＰＸ総研および日経は、「ＪＰＸ日経インデックス400」を継続的に公表

する義務を負うものではなく、公表の誤謬、遅延または中断に関して、責任を負いません。ＪＰＸ総研

および日経は、「ＪＰＸ日経インデックス400」の構成銘柄、計算方法、その他「ＪＰＸ日経インデッ

クス400」の内容を変える権利および公表を停止する権利を有しています。 

 

■ベンチマークとの差異について 
  

 

■分配金について 
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■投資環境について 
 当期の国内株式市場は各国での経済対策や新型コロナウイルスのワクチン開発・普及への期待感が明

るい材料となった一方、米金融政策の引き締めへの警戒感やロシア・ウクライナ情勢の緊迫化などが重

荷となりました。 

 同ウイルスに関してはワクチン接種率が高い地域を中心に経済正常化の動きが見られ、この動きは各

国で徐々に広まっていくと見られます。一方、変異株の感染拡大については今後も予断を許さない状況

であり、株式市場の下落リスクには留意が必要であると考えています。また、中期的な物価高が予想さ

れる一方で消費減少が懸念されるなどスタグフレーション（インフレと景気後退の同時進行）を警戒す

る声が聞かれ始めたことや地政学リスクなども同様に注視すべき重要な事項であり、柔軟な対応が必要

と見ております。もっとも、こうした外部環境の変化においても中長期の成長シナリオが不変な銘柄や

経済正常化に伴い収益力の回復が期待される銘柄に関しては、購入機会を探る場面とも考えております。 

 

■ポートフォリオについて 

 成長が期待される日本企業の株式に投資を行い、信託財産の中長期的な成長を図ることを目標に運用

を行いました。 

 銘柄選別については、幅広く企業取材等を行い、徹底した調査・分析に基づき、「構造的な背景から

自己資本利益率（ＲＯＥ）・営業利益の水準が高位にあり、今後さらに改善が見込まれる銘柄」を中心

にポートフォリオを構築しております。また、円建て資産については、原則として米ドルヘッジ（「円

売り／米ドル買い」の為替取引）を行いました。 

 

■投資の対象とする有価証券の主な銘柄 
 当期末現在における有価証券の主な銘柄については、後記「Ⅲ.ファンドの経理状況 (3) 投資有価証

券明細表等」をご参照ください。 

 

■今後の運用方針 

 今後も、個別企業への取材や徹底した調査・分析に基づく中長期業績予測をもとに、割安と判断され

る銘柄に投資を行い、中長期的にＪＰＸ日経インデックス400（配当込み）の動きを上回る運用成果の

獲得をめざします。 
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(2）費用の明細 

 

項目 項目の概要 

当ファンドの管理報酬等 
純資産価額の年率1.53％ 
（ただし、年間の最低報酬が適用
されることがあります。） 

 

内
訳 

管理報酬 
管理事務代行報酬 
名義書換事務代行報酬 
保管報酬 

純資産価額の年率0.12％ 
（四半期毎に後払い） 

管理報酬は、当ファンドの資産の運用管理、受益
証券の発行・買戻しの業務の対価として、管理会
社に、管理事務代行報酬および名義書換事務代行
報酬は、当ファンドの管理事務代行業務および名
義書換事務代行業務の対価として、管理事務代行
会社および名義書換事務代行会社に、保管報酬
は、当ファンドの資産の保管業務の対価として、
保管会社に支払われます。 

投資顧問報酬 
純資産価額の年率0.63％ 
（四半期毎に後払い） 

投資顧問報酬は、当ファンドの投資顧問業務の対
価として、投資顧問会社に支払われます。 

受託報酬 
純資産価額の年率0.03％ 
（四半期毎に後払い） 
（最低年間報酬10,000米ドル） 

受託報酬は、当ファンドの受託業務の対価とし
て、受託会社に支払われます。 

販売報酬 
純資産価額の年率0.70％ 
（四半期毎に後払い） 

販売報酬は、投資者からの申込みまたは買戻請求
を管理会社に取り次ぐ等の業務の対価として、販
売会社に支払われます。 

代行協会員報酬 
純資産価額の年率0.05％ 
（四半期毎に後払い） 

代行協会員報酬は、当ファンドの受益証券の純資
産価格の公表を行い、また当ファンドの受益証券
に関する目論見書、決算報告書その他の書類を販
売会社に交付する等の業務の対価として、代行協
会員に支払われます。 

その他の費用（当期） 0.46％ インデックス使用料、専門家報酬、監査費用等 

（注）各報酬については、目論見書に定められている料率を記しています。「その他の費用（当期）」には運用状況等により変動する

ものや実費となる費用が含まれます。便宜上、当期のその他の費用の金額を当ファンドの当期末の純資産総額で除して100を乗

じた比率を表示していますが、実際の比率とは異なります。 
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Ⅱ．直近10期の運用実績 
 

(1）純資産の推移 
 下記各会計年度末および第７会計年度中における各月末の純資産の推移は、以下のとおりです。 

 純資産総額 １口当たり純資産価格 

 米ドル 千円 米ドル 円 

第１会計年度末 
（2016年４月末日） 

97,673,636.72 13,540,496 0.008282 1.1481 

第２会計年度末 
（2017年４月末日） 

74,668,264.93 10,351,262 0.009163 1.2703 

第３会計年度末 
（2018年４月末日） 

51,531,053.26 7,143,750 0.010954 1.5186 

第４会計年度末 
（2019年４月末日） 

38,929,200.59 5,396,755 0.009951 1.3795 

第５会計年度末 
（2020年４月末日） 

28,816,725.07 3,994,863 0.009283 1.2869 

第６会計年度末 
（2021年４月末日） 

25,824,583.85 3,580,062 0.011199 1.5525 

第７会計年度末 
（2022年４月末日） 

22,094,042.71 3,062,897 0.010605 1.4702 

2021年５月末日 26,204,046.51 3,632,667 0.011442 1.5862 

６月末日 26,190,409.02 3,630,776 0.011502 1.5945 

７月末日 25,381,546.47 3,518,644 0.011229 1.5567 

８月末日 25,097,215.18 3,479,227 0.011297 1.5661 

９月末日 25,526,962.22 3,538,803 0.011838 1.6411 

10月末日 24,965,764.36 3,461,004 0.011789 1.6343 

11月末日 24,605,870.21 3,411,112 0.011781 1.6332 

12月末日 25,450,993.24 3,528,271 0.012265 1.7003 

2022年１月末日 23,068,903.94 3,198,042 0.011175 1.5492 

２月末日 21,356,862.91 2,960,702 0.010381 1.4391 

３月末日 22,966,347.36 3,183,825 0.011022 1.5280 

４月末日 22,094,042.71 3,062,897 0.010605 1.4702 

（注）米ドルの円貨換算は、便宜上、2022年８月31日現在の株式会社三菱ＵＦＪ銀行の対顧客電信売買相場の仲値（１

米ドル＝138.63円）によります。以下同じです。 
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(2）分配の推移 
 下記会計年度中の１口当たりの分配の額は、以下のとおりです。 

 
１口当たり分配金 

米ドル 円 

第１会計年度 
（2015年７月24日～2016年４月末日） 

0.0000 0.000000 

第２会計年度 
（2016年５月１日～2017年４月末日） 

0.0000 0.000000 

第３会計年度 
（2017年５月１日～2018年４月末日） 

0.0004 0.055452 

第４会計年度 
（2018年５月１日～2019年４月末日） 

0.0004 0.055452 

第５会計年度 
（2019年５月１日～2020年４月末日） 

0.0000 0.000000 

第６会計年度 
（2020年５月１日～2021年４月末日） 

0.0014 0.194082 

第７会計年度 
（2021年５月１日～2022年４月末日） 

0.0013 0.180219 

 

(3）販売及び買戻しの実績 
 下記会計年度における販売および買戻しの実績ならびに下記会計年度末日現在の発行済口数は、

以下のとおりです。 

 なお、括弧内の数値は、本邦内における販売、買戻しおよび発行済口数です。 

 販売口数 買戻口数 発行済口数 

第１会計年度 
（2015年７月24日～2016年４月末日） 

13,242,946,084 
（13,242,946,084） 

1,448,901,575 
（1,448,901,575） 

11,794,044,509 
（11,794,044,509） 

第２会計年度 
（2016年５月１日～2017年４月末日） 

1,438,125,282 
（1,438,125,282） 

5,082,919,536 
（5,082,919,536） 

8,149,250,255 
（8,149,250,255） 

第３会計年度 
（2017年５月１日～2018年４月末日） 

1,044,012,430 
（1,044,012,430） 

4,489,074,342 
（4,489,074,342） 

4,704,188,343 
（4,704,188,343） 

第４会計年度 
（2018年５月１日～2019年４月末日） 

319,404,448 
（319,404,448） 

1,111,366,848 
（1,111,366,848） 

3,912,225,943 
（3,912,225,943） 

第５会計年度 
（2019年５月１日～2020年４月末日） 

10,067,601 
（10,067,601） 

818,105,597 
（818,105,597） 

3,104,187,947 
（3,104,187,947） 

第６会計年度 
（2020年５月１日～2021年４月末日） 

59,130,487 
（59,130,487） 

857,305,780 
（857,305,780） 

2,306,012,654 
（2,306,012,654） 

第７会計年度 
（2021年５月１日～2022年４月末日） 

80,511,208 
（80,511,208） 

303,087,428 
（303,087,428） 

2,083,436,434 
（2,083,436,434） 

（注）第１会計年度の販売口数は、当初申込期間に販売された販売口数を含みます。 
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Ⅲ．ファンドの経理状況 
 

ａ．ファンドの直近会計年度の日本文の財務書類は、ルクセンブルグにおいて一般に認められる会

計原則に準拠して作成された原文の財務書類を翻訳したものである（ただし、円換算部分を除

く）。これは「特定有価証券の内容等の開示に関する内閣府令」に基づき、「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則」第131条第５項ただし書の規定の適用によるものである。 

 

ｂ．ファンドの原文の財務書類は、外国監査法人等（公認会計士法（昭和23年法律第103号）第１

条の３第７項に規定する外国監査法人等をいう。）であるケーピーエムジー ケイマン諸島から

監査証明に相当すると認められる証明を受けており、当該監査証明に相当すると認められる証明

に係る監査報告書に相当するもの（訳文を含む。）が当該財務書類に添付されている。 

 

ｃ．ファンドの原文の財務書類は、米ドルで表示されている。日本文の財務書類には、主要な金額

について円換算額が併記されている。日本円による金額は、2022年８月31日現在における株式会

社三菱ＵＦＪ銀行の対顧客電信売買相場の仲値（１米ドル＝138.63円）を使用して換算されてい

る。なお、千円未満の金額は四捨五入されている。 
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受託会社宛 独立監査人報告書 

 

監査意見 

 

 我々は、2022年４月30日現在の純資産計算書ならびに投資有価証券およびその他の純資産明細表、同

日終了年度の運用計算書および純資産変動計算書、ならびに重要な会計方針およびその他の説明情報か

ら成る注記で構成される、ニッセイ・ケイマン・トラスト（以下「ファンド」という。）のサブ・ファ

ンドである、ＪＰＸ日経400ジャパン・ファンド（以下「サブ・ファンド」という。）の財務書類の監

査を行った。 

 

 我々の意見では、添付の財務書類は、ルクセンブルグにおいて投資信託に適用される一般に公正妥当

と認められた会計原則（以下「ルクセンブルグＧＡＡＰ」という。）に準拠して、2022年４月30日現在

のサブ・ファンドの財務状態、ならびに同日に終了した年度の財務実績およびそのキャッシュ・フロー

についてすべての重要な事項において公正に表示しているものと認める。 

 

意見の根拠 

 

 我々は、国際監査基準（以下「ＩＳＡｓ」という。）に準拠して監査を行った。当該基準の下での

我々の責任については、「財務書類の監査に関する監査人の責任」の項において詳述されている。我々

は、ケイマン諸島における財務書類の監査に関する倫理要件とともに、国際会計士倫理基準審議会の職

業会計士のための国際倫理規程（国際独立性基準を含む。）（以下「ＩＥＳＢＡ規程」という。）に

従ってサブ・ファンドから独立した立場にある。また我々は当該倫理要件およびＩＥＳＢＡ規程に従っ

て他の倫理的な義務も果たしている。我々は、我々が入手した監査証拠が監査意見表明のための基礎を

得るのに十分かつ適切であると判断している。 

 

財務書類に関する経営陣および統治責任者の責任 

 

 経営陣は、ルクセンブルグＧＡＡＰに準拠して当財務書類の作成および適正表示、ならびに不正また

は誤謬のいずれに起因するかを問わず、重要な虚偽表示がない財務書類を作成するために必要であると

経営陣が決定する内部統制に関して責任を負う。 

 

 財務書類の作成において、経営陣は、サブ・ファンドが継続企業として存続する能力を評価し、それ

が適用される場合には、経営陣がサブ・ファンドの清算または運用の中止を意図している、もしくは現

実的にそれ以外の選択肢がない場合を除き、継続企業の前提に関する事象を適宜開示し、継続企業の会

計基準を使用する責任を負う。 

 

 統治責任者は、サブ・ファンドの財務報告プロセスを監視する責任を負う。 

 

財務書類の監査に関する監査人の責任 

 

 我々の目的は、不正または誤謬のいずれに起因するかを問わず、財務書類に全体として重要な虚偽表

示がないかどうかにつき合理的な保証を得ること、および監査意見を含む報告書を発行することである。

合理的な保証は高度な水準の保証ではあるが、ＩＳＡｓに準拠して行われる監査が、重要な虚偽表示を

常に発見することを保証するものではない。虚偽表示は不正または誤謬により生じることがあり、単独

でまたは全体として、当該財務書類に基づく利用者の経済的意思決定に影響を及ぼすことが合理的に予

想される場合に、重要とみなされる。 
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 ＩＳＡｓに準拠した監査の一環として、監査中、我々は専門的判断を下し、職業的懐疑心を保ってい

る。また、以下も実行する。 

 

・ 不正または誤謬のいずれに起因するかを問わず、財務書類の重要な虚偽表示のリスクを認識およ

び評価し、それらのリスクに対応する監査手続を策定および実行し、我々の意見表明のための基

礎として十分かつ適切な監査証拠を得る。不正による重要な虚偽表示は共謀、偽造、意図的な削

除、不正表示または内部統制の無効化によることがあるため、誤謬による重要な虚偽表示に比べ

て、見逃すリスクはより高い。 

・ サブ・ファンドの内部統制の有効性についての意見を表明するためではなく、状況に適した監査

手続を策定するために、監査に関する内部統制についての知識を得る。 

・ 使用される会計方針の適切性ならびに経営陣が行った会計上の見積りおよび関連する開示の合理

性を評価する。 

・ 経営陣が継続企業の前提の会計基準を採用した適切性および、入手した監査証拠に基づきサブ・

ファンドが継続企業として存続する能力に重大な疑義を生じさせる可能性のある事象または状況

に関連する重要な不確実性の有無について結論を下す。重要な不確実性が存在するという結論に

達した場合、我々は、当報告書において、財務書類における関連する開示に対して注意喚起し、

当該開示が不十分であった場合は、監査意見を修正する義務がある。我々の結論は、当報告書の

日付までに入手した監査証拠に基づく。しかし、将来の事象または状況が、サブ・ファンドが継

続企業として存続しなくなる原因となることがある。 

・ 開示を含む財務書類の全体的な表示、構成および内容について、また、財務書類が、適正表示を

実現する方法で対象となる取引および事象を表しているかについて評価する。 

 

 我々は統治責任者に、特に、計画した監査の範囲および実施時期、ならびに我々が監査中に特定した

内部統制における重大な不備を含む重大な監査所見に関して報告する。 

 

ケーピーエムジー 

2022年10月20日 
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（１）貸借対照表 

 

ＪＰＸ日経400ジャパン・ファンド 

純資産計算書 

2022年４月30日現在 

 

 注 米ドル  千円  

資産 
 

    

投資有価証券取得価額 ３ 17,461,332.22 2,420,664  

未実現評価益  1,301,509.00 180,428  

投資有価証券公正価値 ３ 18,762,841.22 2,601,093  

     

銀行およびブローカー預金 
 

2,422,008.67 335,763  

未収配当金 
 

256,244.89 35,523  

為替予約契約に係る未実現評価益 12 868,316.06 120,375  

資産合計  22,309,410.84 3,092,754  

     

負債     

為替予約契約に係る未実現評価損 12 (656.81) (91) 

未払費用 ４ (175,467.42) (24,325) 

その他の未払金  (39,243.90) (5,440) 

負債合計  (215,368.13) (29,856) 

     

純資産総額 
 

22,094,042.71 3,062,897  

      

発行済受益証券口数 
 

2,083,436,434 口   

      

受益証券１口当たり純資産価格 
 

0.010605 米ドル 1 円 

 

 添付の注記は本財務書類と不可分のものである。 

 



－  － 

 

 

13

（２）損益計算書 

ＪＰＸ日経400ジャパン・ファンド 

運用計算書 

2022年４月30日終了年度 

 

 注 米ドル  千円 

収益    

配当金、純額  443,194.68 61,440 

  443,194.68 61,440 

    

費用  

販売報酬 ６ (171,570.95) (23,785)

投資顧問報酬 ７ (153,920.54) (21,338)

専門家報酬  (50,648.62) (7,021)

管理報酬、保管報酬、管理事務代行報酬お
よび名義書換事務代行報酬 

８ (29,412.02) (4,077)

監査費用  (20,035.66) (2,778)

副保管報酬  (18,157.93) (2,517)

代行協会員報酬 ５ (12,255.17) (1,699)

受託報酬 ９ (9,945.99) (1,379)

その他の報酬  (12,485.77) (1,731)

  (478,432.65) (66,325)

   

投資純損失  (35,237.97) (4,885)

    

投資有価証券の売却に係る実現純利益 13 4,632,608.18 642,218 

為替予約契約に係る実現純利益 13 3,172,192.60  439,761 

その他の資産および負債の為替換算 
に係る実現純利益 

 (222,271.73)  (30,814)

   

当期実現純利益  7,582,529.05  1,051,166 

    

未実現純評価（損）益の変動：    

－投資有価証券 13 (6,798,461.86) (942,471)

－為替予約契約 13 745,947.85  103,411 

－その他の資産および負債の為替換算  193,424.35 26,814 

 (5,859,089.66) (812,246)

    

運用の結果による純資産の純増加 1,688,201.42  234,035 

 

 添付の注記は本財務書類と不可分のものである。 
 



－
 
 
－
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ＪＰＸ日経400ジャパン・ファンド 

純資産変動計算書 

                                                                     

 
 

2022年４月30日終了年度 
 

2021年４月30日終了年度 
 

2020年４月30日終了年度 

 注 米ドル  千円 
 

米ドル  千円  米ドル  千円 

期首現在純資産  25,824,583.85 3,580,062  28,816,725.07 3,994,863  38,929,200.59 5,396,755 

          

投資純損失 (35,237.97) (4,885) (207,687.45) (28,792) (144,713.70) (20,062)

          

投資有価証券の売却に係る実現純利益 13 4,632,608.18 642,218  6,363,877.49 882,224  1,302,726.15 180,597 

為替予約契約に係る実現純（損）益 13 3,172,192.60  439,761  346,595.04  48,048  (869,899.38) (120,594)

その他の資産および負債の為替換算 

に係る実現純損失 
 (222,271.73)  (30,814) (766,682.32) (106,285) (483,733.46) (67,060)

  7,582,529.05  1,051,166  5,943,790.21  823,988  (50,906.69) (7,057)

           

未実現純評価（損）益の変動：       

－投資有価証券 13 (6,798,461.86) (942,471) 2,681,110.37  371,682  (2,275,301.03) (315,425)

－為替予約契約 13 745,947.85  103,411  273,605.46  37,930  (35,093.07) (4,865)

－その他の資産および負債の為替換算  193,424.35 26,814  749,256.02 103,869  561,948.86 77,903 

  (5,859,089.66) (812,246) 3,703,971.85  513,482  (1,748,445.24) (242,387)

          

申込み  886,050.96 122,833  710,056.91 98,435  93,330.85 12,938 

買戻し  (3,513,720.38) (487,107) (9,742,677.94) (1,350,627) (8,261,740.74) (1,145,325)

分配金 11 (2,791,073.14) (386,926) (3,399,594.80) (471,286) -  - 

 (5,418,742.56) (751,200) (12,432,215.83) (1,723,478) (8,168,409.89) (1,132,387)

          

期末現在純資産  22,094,042.71 3,062,897  25,824,583.85 3,580,062  28,816,725.07 3,994,863 

 

 添付の注記は本財務書類と不可分のものである。 
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ＪＰＸ日経400ジャパン・ファンド 

受益証券口数の変動 

 

 
 2022年４月30日 

終了年度 

 2021年４月30日 

終了年度 

 2020年４月30日 

終了年度 

期首現在発行済受益証券口数 
 

2,306,012,654 
 

3,104,187,947 
 

3,912,225,943 

発行受益証券口数 
 

80,511,208 
 

59,130,487 
 

10,067,601 

買戻受益証券口数 
 

(303,087,428)
 

(857,305,780)
 

(818,105,597)

期末現在発行済受益証券口数 
 

2,083,436,434 
 

2,306,012,654 
 

3,104,187,947 

 
   

   

統計情報 

期末現在１口当たり 

純資産価格（米ドルで表示） 

 
0.010605 

 
0.011199 

 
0.009283 

 
 

 
 

 
 

 

純資産総額（米ドルで表示） 
 

22,094,042.71 
 

25,824,583.85 
 

28,816,725.07 
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ＪＰＸ日経400ジャパン・ファンド 

財務書類に対する注記 

2022年４月30日現在 

 

注１ 概要 

 

ニッセイ・ケイマン・トラスト（以下「ファンド」という。）は、エリアン・トラスティー（ケ

イマン）リミテッド（以下「受託会社」という。）およびルクセンブルク三菱UFJインベスター

サービス銀行S.A.（以下「管理会社」という。）によって締結された2015年６月10日付のケイマ

ン諸島の信託法（2021年改訂）に基づく信託証書（以下「信託証書」（適宜、補足および修正さ

れる）という。）により、設立されたオープン・エンド型の免除アンブレラ・ユニット・トラス

トである。 

 

2022年４月30日現在、ファンドのサブ・ファンドは１本である。 

 

ＪＰＸ日経400ジャパン・ファンド（以下「サブ・ファンド」という。）（米ドルで表示）。 

 

サブ・ファンドの投資目的は、成長が期待される日本企業の株式（以下「日本株」という。）へ

主として投資を行い、信託財産の中長期的な成長を図ることである。 

 

注２ 資本 

 

受益証券の申込み 

 

当初発行価格は、受益証券１口当たり0.010000米ドルである。 

 

最低申込みは１口である。 

 

受益証券の買戻し 

 

受益証券の買戻価格は、該当する買戻請求が管理会社によって受付られた取引日現在の受益証券

１口当たり純資産価格となる。管理事務代行会社は、該当する場合、買戻しを行う受益者に送金

される買戻代金から第三者手数料または源泉徴収税を控除する。買戻請求は１口単位で行われな

ければならない。 

 

分配金 

 

管理会社は、投資顧問会社と協議の上、経費控除後の利子収入、配当金またはその他の収益、売

買益（評価益または未実現利益を含む。）および分配可能な元本から、2016年２月以降（または、

管理会社が決定するこれより後の年および／または月以降）、毎年２月10日および８月10日（た

だし、当該日が営業日でない場合には翌営業日）に分配を宣言することができる。分配は、その

宣言日（同日を含む。）から５営業日以内に受益者に対して行われるものとする。 
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注３ 重要な会計方針の要約 

 

受託会社は、2022年４月30日終了年度の本財務書類を作成するにあたり、継続企業の前提に関す

る会計基準の適切性を検討した。 

 

その結果、本財務書類は、継続企業の前提に関する会計基準で作成されている。 

 

本財務書類は、ルクセンブルグにおいて投資信託に適用ある一般に認められた会計原則に従い表

記されている。 

 

投資の評価 

 

証券取引所に上場されるか、またはその他の組織化された市場で取引される投資対象は、入手可

能な最終価格で評価される。 

 

為替換算 

 

本財務書類は、米ドルで表示される。米ドル以外の通貨で表示される銀行およびブローカー預金、

投資有価証券公正価値ならびにその他の資産または負債は、報告日現在の適用ある実勢為替レー

トで米ドルに換算される。 

 

2022年４月30日現在、適用ある為替レートは以下の通りである。 

 

１米ドル＝131.015000円 

 

米ドル以外の通貨で表示される収益および費用は、取引日の適用ある実勢為替レートで米ドルに

換算される。 

 

実現および未実現為替損益の結果は、運用計算書に計上される。 

 

投資有価証券の取得原価 

 

米ドル以外の通貨で表示される投資有価証券の取得原価は、取引日の適用ある為替レートで米ド

ルに換算される。 

 

為替予約契約 

 

未決済の為替予約契約から生じる未実現評価損益は、当該日に適用ある為替予約価格に基づき、

評価日に決定され、純資産計算書に計上される。為替予約契約から生じる実現損益は、運用計算

書に認識される。 

 

受取配当金 

 

受取配当金は、支払いを受領する権利が確定した日（配当落ち日）に運用計算書に認識される。 
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証券の売却にかかる実現純（損）益 

 

証券の売却にかかる実現純（損）益は、売却した証券の平均取得価額に基づき計算される。 

 

市場リスク 

 

受託会社はウクライナ危機を注意深く監視している。現在の地政学的事象に関連する市場の混乱

は、世界的に影響を及ぼしており、その影響については不確実性が存在する。かかる混乱は、サ

ブ・ファンドの資産、ひいてはサブ・ファンドのパフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性がある。

受託会社は引き続きこの展開を監視し、サブ・ファンドへの影響を評価する。 

 

2022年４月30日現在、ウクライナ危機は一定の影響を与えた可能性が高く、このことは投資対象

の評価において考慮されている。また、近い将来において、これらによりファンドの継続企業の

前提について影響は及ばない。 

 

注４ 未払費用 

  
 

ＪＰＸ日経400 
ジャパン・ファンド 

  注 米ドル 

 販売報酬 ６ 51,724.04 

 投資顧問報酬 ７ 46,554.14 

 監査費用  21,413.80 

 
管理報酬、保管報酬、管理事務代行報酬 
および名義書換事務代行報酬 

８ 16,479.05 

 受託報酬 ９ 5,754.24 

 代行協会員報酬 ５ 3,694.69 

 その他の報酬  29,847.46 

 合計  175,467.42 

 

注５ 代行協会員報酬 

 

代行協会員は、サブ・ファンドの純資産価額の年率0.05％の報酬を受領する権利を有する。かか

る報酬は、毎日発生し、四半期毎に後払いされる。 

 

注６ 販売報酬 

 

販売会社は、サブ・ファンドの純資産価額の年率0.70％の報酬を受領する権利を有する。かかる

報酬は、毎日発生し、四半期毎に後払いされる。 

 

注７ 投資顧問報酬 

 

投資顧問会社は、サブ・ファンドの純資産価額の年率0.63％の報酬を受領する権利を有する。か

かる報酬は、毎日発生し、四半期毎に後払いされる。 
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注８ 管理報酬、保管報酬、管理事務代行報酬および名義書換事務代行報酬 

 

管理会社、保管会社、管理事務代行会社および名義書換事務代行会社は、サブ・ファンドの純資

産価額の年率0.12％の報酬を合計で受領する権利を有する。かかる報酬は、毎日発生し、四半期

毎に後払いされる。また、管理会社、保管会社、管理事務代行会社および名義書換事務代行会社

は、サブ・ファンドの資産の中から立替費用の払戻しを受ける権利を有する。 

 

注９ 受託報酬 

 

受託会社は、サブ・ファンドの純資産価額の年率0.03％の報酬（ただし、サブ・ファンドに関す

る最低年間受託報酬を10,000米ドルとする。）を受領する権利を有する。かかる報酬は、毎日発

生し、四半期毎に後払いされる。 

 

注10 税金 

 

ケイマン諸島には、現行法規制の下、所得税、法人税、キャピタル・ゲイン税その他の税がない。

受託会社は、ファンドのために、ケイマン諸島の信託法に基づき、ケイマン諸島内閣長官から、

2015年６月10日（ファンドの設立日）以降50年の間に制定される、所得もしくはキャピタル資産

もしくはキャピタル・ゲインもしくは利益に課せられる税金もしくは課徴金、または資産税もし

くは相続税の性質を有する何らかの税金を課す法律が、ファンドに発生した利益もしくはファン

ドに保有される資産に対し、または当該利益または資産に関して受託会社もしくは受益者に対し、

適用されないものとする旨の約定を取得している。受益証券の発行、譲渡または買戻しに関し、

ケイマン諸島におけるキャピタル・ゲイン税または印紙税は課されない。 

 

注11 分配金 

 

管理会社の取締役会は、サブ・ファンドについて分配金を支払うことを決議した。 

 

分配落ち日 
（月/日/年） 

支払日 
（月/日/年） 

分配率 合計金額 通貨 

08/10/2021 08/16/2021 0.0006 1,345,915.96 米ドル 

02/10/2022 02/17/2022 0.0007 1,445,157.18 米ドル 

  2,791,073.14  
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注12 為替予約契約に係る未実現損益 

 

取引日 
（月/日/年） 

決済日 
（月/日/年） 

通貨   売り 通貨   買い 
評価額 

（米ドル） 
未実現評価益  取引相手方 

04/14/2022 05/31/2022 日本円 (2,779,119,913.00) 米ドル (22,100,184.93) (21,232,890.18) 867,294.75  
ルクセンブルク三菱
UFJインベスターサー
ビス銀行S.A. 

04/20/2022 05/31/2022 日本円 (1,851,939.00) 米ドル (14,520.85) (14,149.09) 371.76  
ルクセンブルク三菱
UFJインベスターサー
ビス銀行S.A. 

04/25/2022 05/02/2022 日本円 (1,773,737.00) 米ドル (13,872.97) (13,540.10) 332.87  
ルクセンブルク三菱
UFJインベスターサー
ビス銀行S.A. 

04/26/2022 05/06/2022 日本円 (1,386,088.00) 米ドル (10,898.89) (10,582.21) 316.68  
ルクセンブルク三菱
UFJインベスターサー
ビス銀行S.A. 

       868,316.06   

 

2022年４月30日現在、当該契約に係る未実現評価益は868,316.06米ドルで、純資産計算書に開示

されている。 

 

取引日 
（月/日/年） 

決済日 
（月/日/年） 

通貨  売り 通貨 買い 
評価額 

（米ドル） 
未実現評価損  取引相手方 

04/25/2022 05/31/2022 日本円 1,772,123.00 米ドル 13,872.97 13,539.28 (333.69) 
ルクセンブルク三菱
UFJインベスターサー
ビス銀行S.A. 

04/26/2022 05/02/2022 日本円 23,756.00 米ドル 186.37 181.35 (5.02) 
ルクセンブルク三菱
UFJインベスターサー
ビス銀行S.A. 

04/26/2022 05/31/2022 日本円 1,384,925.00 米ドル 10,898.89 10,581.03 (317.86) 
ルクセンブルク三菱
UFJインベスターサー
ビス銀行S.A. 

04/27/2022 05/06/2022 日本円 1,207.00 米ドル 9.45 9.21 (0.24) 
ルクセンブルク三菱
UFJインベスターサー
ビス銀行S.A. 

      (656.81)  

 

2022年４月30日現在、当該契約に係る未実現評価損は（656.81）米ドルで、純資産計算書に開示

されている。 
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注13 投資有価証券に係る実現（損）益および未実現純評価（損）益の変動 

 

2022年４月30日終了年度の実現（損）益の分析は以下の通りである。 

 

 米ドル 

投資有価証券に係る実現利益 4,897,549.26 

投資有価証券に係る実現損失 (264,941.08)

投資有価証券に係る実現純利益 4,632,608.18 

  

為替予約契約に係る実現利益 6,472,617.66 

為替予約契約に係る実現損失 (3,300,425.06)

為替予約契約に係る実現純利益 3,172,192.60 

 

2022年４月30日終了年度の未実現評価（損）益の変動の分析は以下の通りである。 
 

 
2021年４月30日 
（米ドル） 

2022年４月30日 
（米ドル） 

未実現評価（損）益 
の変動 

2022年４月30日 
（米ドル） 

投資有価証券および為替予約契約に係る 
未実現純評価（損）益の変動： 

   

    

投資有価証券に係る未実現評価益 8,453,416.74 2,863,076.26 (5,590,340.48) 

投資有価証券に係る未実現評価損 (353,445.88) (1,561,567.26) (1,208,121.38) 

未実現純評価（損）益 8,099,970.86 1,301,509.00 (6,798,461.86) 

    

為替予約契約に係る未実現評価益 122,485.68 868,316.06 745,830.38 

為替予約契約に係る未実現（評価損） (774.28) (656.81) 117.47 

未実現純評価益 121,711.40 867,659.25 745,947.85 

 

注14 関連当事者 

 

本財務書類において開示されている受託会社、管理会社、管理事務代行会社および保管会社との

すべての取引および／または支払われた報酬は、ファンドおよびサブ・ファンドへのそれらの影

響や支配により、関連当事者取引とみなされる。 
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（３）投資有価証券明細表等 

ＪＰＸ日経400ジャパン・ファンド 

投資有価証券およびその他の純資産明細表 

2022年４月30日現在 

（米ドルで表示） 

 

銘柄 通貨 数量 
取得価額 
（注３） 

時価 
（注３） 

純資産比率 
（％） 

公認の証券取引所に上場されているまたは他の規制ある市場で取引されている譲渡性のある有価証券  

株式      

日本      

アドバンテスト 日本円 5,000.00 449,110.08 343,090.49 1.55 

バンダイナムコホールディングス 日本円 4,900.00 142,074.99 331,329.24 1.50 

中外製薬 日本円 14,600.00 532,356.24 434,941.04 1.97 

ダイキン工業 日本円 1,800.00 267,555.50 275,395.95 1.25 

ファナック 日本円 2,100.00 397,336.95 323,218.72 1.46 

ファーストリテイリング 日本円 200.00 103,554.25 91,836.81 0.42 

富士電機 日本円 5,000.00 272,490.39 219,440.52 0.99 

富士通 日本円 4,400.00 694,658.46 627,515.93 2.84 

日立製作所 日本円 19,400.00 1,076,367.78 899,109.26 4.07 

ＨＯＹＡ 日本円 3,000.00 419,406.61 297,446.86 1.35 

ＫＤＤＩ 日本円 15,900.00 477,613.45 526,096.25 2.38 

キーエンス 日本円 2,000.00 458,949.82 806,777.85 3.65 

クボタ 日本円 9,100.00 164,649.60 154,091.90 0.70 

レーザーテック 日本円 1,300.00 283,286.28 175,777.58 0.80 

丸紅 日本円 54,000.00 484,647.83 586,306.91 2.65 

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 日本円 244,300.00 1,488,797.57 1,406,522.09 6.35 

村田製作所 日本円 4,300.00 302,761.13 255,804.30 1.16 

日本電産 日本円 3,600.00 180,467.59 234,632.68 1.06 

任天堂 日本円 1,000.00 387,303.15 457,275.88 2.07 

日本新薬 日本円 1,500.00 119,006.21 100,866.31 0.46 

日本電信電話 日本円 16,300.00 470,960.13 478,617.72 2.17 

日本郵船 日本円 10,900.00 482,639.08 787,039.65 3.56 

日産化学 日本円 11,900.00 357,553.93 627,630.42 2.84 

野村ホールディングス 日本円 51,800.00 319,872.92 197,687.29 0.89 

野村総合研究所 日本円 25,700.00 362,182.97 727,756.36 3.29 

オービック 日本円 1,500.00 277,160.16 220,738.08 1.00 

オムロン 日本円 2,200.00 173,806.90 129,734.76 0.59 

大塚商会 日本円 3,400.00 101,315.38 110,941.50 0.50 

リクルートホールディングス 日本円 11,500.00 348,535.28 422,905.77 1.91 

ルネサスエレクトロニクス 日本円 28,100.00 354,619.31 301,986.80 1.37 

三和ホールディングス 日本円 10,600.00 93,787.11 96,117.24 0.44 

ＳＣＲＥＥＮホールディングス 日本円 2,600.00 269,878.04 213,929.70 0.97 

島津製作所 日本円 4,800.00 125,052.18 156,989.66 0.71 

信越化学工業 日本円 4,000.00 460,609.36 549,097.43 2.49 

塩野義製薬 日本円 7,700.00 329,996.73 427,330.46 1.93 

ソフトバンクグループ 日本円 4,800.00 237,009.94 193,040.49 0.87 

ソニーグループ 日本円 7,800.00 563,780.31 667,984.58 3.02 

ＳＵＭＣＯ 日本円 10,000.00 203,335.37 144,792.58 0.66 

三井住友フィナンシャルグループ 日本円 15,800.00 590,632.26 472,136.78 2.14 

シスメックス 日本円 1,100.00 107,468.53 72,289.43 0.33 

東京海上ホールディングス 日本円 18,200.00 889,000.18 975,047.13 4.41 
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銘柄 通貨 数量 
取得価額 
（注３） 

時価 
（注３） 

純資産比率 
（％） 

公認の証券取引所に上場されているまたは他の規制ある市場で取引されている譲渡性のある有価証券（つづき） 

日本（つづき）      

東京エレクトロン 日本円 2,200.00 461,913.67 931,618.52 4.22 

トヨタ自動車 日本円 70,800.00 1,131,263.06 1,208,055.57 5.47 

安川電機 日本円 3,000.00 46,565.54 101,896.73 0.46 

   17,461,332.22 18,762,841.22 84.92 

投資有価証券合計   17,461,332.22 18,762,841.22 84.92 

銀行およびブローカー預金    2,422,008.67 10.96 

その他の純資産    909,192.82 4.12 

純資産総額    22,094,042.71 100.00 

 

 

 

 

 

 添付の注記は本財務書類と不可分のものである。 
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国別投資有価証券分類表 

2022年４月30日現在 

 
  

国 純資産比率（％） 

日本 84.92 
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Ⅳ．お知らせ 

 
該当事項はありません。 
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